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1. 実施報告（グラフィック、スライド）
①STEP２「感じる」フィールドワーク：初日、５つのフィールドワークのテーマから自分の関心の
あるテーマに分かれて実施しました。

【A】多文化共生
受入団体（講師） 内容

NGOダイバーシティとやま（代表：宮田妙子）
NPO法人全日本パキスタン協会富山
（代表：モハメド・モムターズ・マリック）

外国人の多い射水の魅力・課題について、射
水に新設されたモスク（イスラム教の礼拝堂）
から中継。

ガイド ファシリテーター グラフィッカー 中継サポート 射水市オブザーバー

小坂ゆう香 廣川頼央 吉塚 知里 水林義博 未来創造課

●対話の内容
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【B】子どもの支援（不登校等）

受入団体（講師） 内容

NPO法人はぁとぴあ２１
（事務局長：高和正純）

射水の子ども支援について、ガイドの島崎さんか
らは射水の遊び場について、射水市子育て支援
課の方から支援制度について、不登校等の課題
や支援の状況については高和さんから話を伺い
対話しました。

ガイド ファシリテーター グラフィッカー 射水市オブザーバー

島崎洋一 柴木知次 永阪 佳世 学校教育課、社会福祉課、子育て支援課
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●対話の内容
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【C】持続可能な漁業
受入団体 内容

富山湾しろえび倶楽部
（発起人：松本隆司、縄井恒、野口和宏）

持続可能な白エビ漁の魅力や課題についてガイドの
山谷さん、講師の野口さん、松本さん、繩井さんから
お話を伺い、対話しました。

ガイド ファシリテーター グラフィッカー 射水市オブザーバー

山谷有樹 ひびのあゆみ 樋口 菜美香 農林水産課

●対話の内容
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【D】安心して住めるまち（防災等）
受入団体（講師） 内容

株式会社ワールドリーデザイン
（代表取締役：明石あおい）

NPO法人日本応急手当普及員協会
（理事長　海津良勝）

日本のベニスと評される内川の魅力・課題について明
石さんから、射水の防災についてガイドの海津暁子さ
ん、講師の海津良勝さんから、それぞれお話を伺い、対
話しました。

ガイド ファシリテーター グラフィッカー 射水市オブザーバー

海津暁子 森田由樹子 石川恵理 未来創造課、射水消防署

●対話の内容
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【E】持続可能な里山
受入団体（講師） 内容

NPO法人自然環境ネットワーク・射水市ビオトープ協会
（理事長：岡田一雄）

射水の里山の魅力・課題についてガイドの前
川さん、講師の岡田さんからお話を伺い、対話
しました。

ガイド ファシリテーター グラフィッカー 射水市オブザーバー

前川修 町野美香 井上 保夫 環境課、農林水産課

●対話の内容

9



10



②STEP３「深める」オープンスペーステクノロジー：2日目、「何を深めたいか」「何をしたいか」
などについて、自分が話し合いたいことを、自由にとことん話し合うOpen Space Technology（
OST)という手法を用いて、対話を深めました。

「皆さん、何のメディアを利用していますか？？」「射水市の広報活動について」
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「射水の名産品をより多くの人に知ってもらうには？」
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「射水市民の防災意識がふわふわしているのって何ででしょう？」
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「射水市で行っている子ども支援の実態」
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「今すぐに射水市のためにできることって何だと思いますか？」
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「射水の魅力を地元の人が実感して守っていくには？」
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「内川沿いの空き家活用術」
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「小中学校で1人1台のPCをどう活用すれば良いか」
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「多文化、異文化共生していくには？」
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③STEP４「まとめる」発表スライド：２日間を振り返り、「今後取り組んでいきたいこと」を個人ま
たはグループでスライドにまとめ、発表しました。

「射水市における外国人研修生の生活状況」

25



「射水市のためにできること」
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「射水市民の防災意識向上」
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「子どもたちのために学生である私たちができること」
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「射水市の魅力をより多くの人に」
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「多文化・異文化共生」
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2. アンケート結果
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